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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、卒前臨床実習終了時の歯学部学生の臨床能力試験に関する適切な方法を
発展させることであった。客観的臨床能力試験(OSCE)は、卒前の歯学教育における臨床能力を評価するのに、いつでも
最適な方法とは限らない。本研究では、以下のことが示唆された：（1）歯学部学生の臨床能力の評価方法にはいくつ
かの特長がある。歯学部ではあらゆる知識や技能、能力に関する評価をするために、さまざまな評価方法の統合を考え
る必要がある。（2）臨床能力評価の結果は、個別の学生へのキャリア支援にも利用されるべきである。（3）歯学教育
者は国民から信頼を得るために、歯学部学生の臨床教育の質を国民に伝えるべきである。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to develop the appropriate method for clinical skil
ls examination for dental students at the end of undergraduate clinical training. Objective Structured Cli
nical Examination (OSCE) is not always the best method to evaluate clinical skills in undergraduate dental
 education. 
 This research results suggested as follows: (1)There are several unique features in each evaluation metho
d to assess clinical skills of dental students. Dental schools need to consider integrating a variety of a
ssessment tools in order to evaluate all relevant types of knowledge, ability, and skills. (2)The assessme
nt results should be used to provide individualized career support for each student. (3)Dental educators s
hould inform the public of the quality of clinical education for dental students to gain public trust.
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１．研究開始当初の背景 
本邦では、卒前の臨床実習開始前の学生の
臨床能力を担保するため、全国29歯学部およ
び生命歯学部すべてが共用試験OSCE を実
施している。しかし、臨床実習終了時の学生
の臨床能力の担保については各々に委ねられ
ており、臨床実習の成果が国民に見えにくい
という問題点がある。また、卒後の臨床研修
開始時点においても、十分な臨床能力を有し
ていない研修歯科医の存在がしばしば指摘さ
れており、臨床研修の円滑な運営が妨げられ
る原因となっている。国民がライセンスを取
得したばかりの歯科医師からも安心して歯科
医療を受けられる環境を整備するには、臨床
実習における臨床教育を充実させるだけでな
く、臨床実習終了時までに学生が基本的な臨
床能力を確実に習得していることを国民に示
せるような評価システムを早急に構築する必
要がある。診療参加型臨床実習は多くの患者
の協力の上に成り立っており、国民に対して
歯学教育の熱意ある取り組みを示すことは意
義があると考えられる。 
諸外国においては、カナダや韓国などがす
でに医師・歯科医師国家試験にOSCE を導入
している。国家試験OSCE は、学生が習得し
た臨床能力を評価して担保するだけでなく、
卒前臨床教育の成果を国民に対してうまくア
ピールする場となっている。本邦では臨床実
習終了時にOSCE を実施する大学が増加し
てきているが、臨床実習終了時の臨床能力評
価にOSCE を活用した場合の妥当性や、省力
化の可能性、OSCEに代わる評価方法の代替
案などの多角的な検証はほとんど行われてい
ない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では臨床実習終了時における学生
の臨床能力を効果的・効率的に評価できるシ
ステムを多角的に検討・検証することを目的
とした。また、国民への説明責任という観点
から、臨床実習および OSCEなどの取り組み
が、国民にどの程度認知されているのかも調
査した。 
さらに、臨床実習の期間は歯科医療従事者
としての職業観が涵養される時期でもある。
臨床実習終了時に、学生の臨床能力を評価す
ることによって得られたデータを活用し、学
生のキャリア支援にもつながるようなフィ
ードバックの方法も新たに考案した。 

 
 
３．研究の方法 
（1）臨床実習および OSCEに関する社会的 
認知度調査 
本研究ではまず、医学・歯学教育における
臨床実習およびOSCE への取り組みが、どの
程度国民に認知されているのかを調査した。
この調査は診療参加型臨床実習に関する国民
への説明責任をきちんと果たしているか、現

状を把握するために実施した。 
 
（2）外国における国家試験 OSCE の実態調
査 
 現在、カナダや韓国などでは医師・歯科医
師国家試験にOSCE を導入しており、本邦で
も卒前臨床実習で身に付けた臨床能力を評価
するシステムを早急に整備する必要がある。
本研究では、外国における国家試験OSCEの
実施状況について実態調査を行った。 
 
（3）OSCE 実施課題の妥当性 

OSCE は学生の臨床能力を評価する方法
として優れているが、OSCE で臨床能力のす
べてを評価できるわけではない。また、OSCE 
の実施には、タイムスケジュールや実施課題
数等の制約があるため、臨床実習で学生が習
得しておくべきと考えられる臨床能力のエッ
センスを実施課題中に最大限に盛り込むこと
になる。本研究では実際に臨床実習終了時
OSCE を実施している大学の経験や文献等
から、OSCE として適している課題内容およ
びOSCE 実施上の制約について検討した。 
 
（4）OSCE 運営の省力化の検討 

OSCE の運営には、受験する学生数以上の
スタッフ動員が必要となることが多く、共用
試験OSCE でも省力化の必要性が言われて
いる。そのため、OSCE 運営を省力化できる
可能性と、その際に起こりうる影響について
検討した。 

 
（5）OSCE で評価できない領域におけるシ
ミュレーション教育の活用方法 

OSCE で評価できない領域の臨床教育に
は、シミュレーション教育への期待が高まっ
ている。さまざまなマルチメディアをシミュ
レーション教材に取り入れることにより、従
来の臨床教育で不足しがちであった内容を補
完できる可能性が考えられる。本研究では、
シミュレーション教育が補完可能な臨床教育
内容とその活用方法について検討した。 

 
（6）臨床能力評価に関するOSCE 代替案の
検討 

OSCEは歯学部卒前教育における臨床能力
を評価するために、いつも最適な方法である
とは限らない。OSCE で評価できない領域に
おいては、OSCE に代わる評価方法が検討さ
れる必要がある。本研究ではOSCE で評価で
きない領域における臨床能力評価法を考案し
た。 
 
（7）学生のキャリア支援につながるフィード
バック方法の開発 
臨床能力評価の結果は、個別の学生へのキ
ャリア支援にも利用されるべきである。新た
な臨床能力評価法で得られたデータを学生の
キャリア支援につなげるための新たなフィー
ドバック方法・方略を開発した。 



 
 
４．研究成果 
（1）臨床実習および OSCEに関する社会的 
認知度調査 
 臨床実習およびOSCE に関する社会的認
知度を検証するため、Web調査を実施した。
東京23区内在住のWeb調査会社のモニタを対
象とした調査結果の概要は以下の通りである。 
①回答者620名のうち約20％の回答者しか
臨床実習開始前に共用試験が行われているこ
とを知らなかった。また、約66％の回答者が
大学病院で学生の臨床実習が行われているこ
とを知っており、約93％が臨床実習終了時に
臨床能力試験が必要だと考えていた。さらに、
共用試験の概要を回答者に知らせる前後で臨
床実習へ協力する意志を確認したところ、共
用試験の概要を知らせる前は「協力したい」
「どちらかといえば協力したい」合わせて
27.6％だったのに対し、共用試験の概要を知
らせた後は「協力したい」「どちらかといえば
協力したい」合わせて39.4％に増加していた。 
 ②国民が臨床実習中の歯学部学生に配慮
を望んでいることについて、調査項目を「治
療時間」、「治療時の患者配慮」、「説明や対応
の仕方」、「基本的態度」の４つのカテゴリに
分類して分析した。いずれのカテゴリについ
ても患者と歯学部学生との信頼関係の構築
のためには不可欠であったが、特に「治療時
の患者配慮」や「説明や対応の仕方」のカテ
ゴリが重視されていることがわかった。 
 なお、本調査ではまだ未公表のデータも残
っているため、論文等で分析結果を順次公表
する予定である。また、国民に対する説明責
任を果たすためには、臨床実習および OSCE 
に関する社会的認知度調査は、今後も定期的
に実施し、社会的認知度を上げていくような
方略を考えるべきであると考えられる。 
 
（2）外国における国家試験 OSCE の実態調
査 
 カナダの国家試験 OSCE の文献やインタ
ーネット上に公開されている関連情報等を
収集し、その特徴を共用試験 OSCEと比較し
ながら分析した。その結果、共用試験歯学系
OSCE では技能・態度領域の評価を中心に
6-7 課題を実施しているのに対し、カナダの
国家試験 OSCEでは、試験の信頼性を高める
ために 40 以上のステーションを設定してい
た。また、カナダの国家試験 OSCEでは、病
歴や X線画像などの患者情報をもとに、診断
や治療方法等の臨床決断に関する重要なス
テップを出題しており、Key Features とい
う方法が用いられていた。このカナダの国家
試験 OSCEの実施方式では、本邦のように臨
床技能（実技）を評価する課題よりも人的資
源を減らすことができ、試験の信頼性を保つ
ための課題数を確保しやすいことが考えら
れた。 
 

（3）OSCE 実施課題の妥当性、および 
（4）OSCE 運営の省力化の検討 
 OSCE 実施課題の妥当性については、東京
医科歯科大学の臨床実習終了時OSCE で実
施した課題の妥当性を検証した。また、OSCE 
運営の省力化の検討では、共用試験OSCE や
臨床実習終了時OSCE の経験などをもとに、
OSCE 運営全般の省力化に関する情報を収
集した。その結果、課題内容は概ね妥当であ
り、また、OSCEを過度に省力化しすぎると、
試験実施のためのリスクマネジメントに支障
が生じる可能性が示唆された。 
 
（5）OSCE で評価できない領域におけるシ
ミュレーション教育の活用方法 
 OSCEで評価できない臨床領域の臨床能力
評価については、さまざまなマルチメディア
を効果的に活用したシミュレーション教材の
テストへの応用可能性を考えるため、日本テ
スト学会第10回大会において企画セッション
「マルチメディア教材の効果的な活用方法と
テストへの応用可能性」を開催した。 
本企画セッションでは、マルチメディア教
材をさまざまな教育現場で活用していくのに
必要な理論的背景をもとに、歯学部教育、大
学職員へのマナー教育、医療コミュニケーシ
ョン教育などにマルチメディア教育を応用し
た事例を紹介した。全体討論においては、マ
ルチメディア教材を有効に使うための理論的
根拠や今後の方向性、現場でうまく活用する
ための運用方法、マルチメディア教材のテス
トへの応用可能性などについての議論を行っ
た。 
http://plaza.umin.ac.jp/jart2012/contents.h
tml#kikaku 
 
（6）臨床能力評価に関するOSCE 代替案の
検討 

OSCE で評価できない臨床領域の臨床能
力評価については、視聴覚素材を取り入れた
コンピュータ・シミュレーション教材の活用
が期待できる。特にコンピュータ・シミュレ
ーション教材は、患者資料を効果的に提示し
て臨床診断を行ったり、救急処置のシミュレ
ーションや診療の一連の手順に関する知識
を問うような利用方法が適している。ただし、
コンピュータ・シミュレーション教材は知識
の評価に偏るので、技能評価できる部分があ
れば、その部分に臨床能力試験を組み込む方
法が考えられた。つまり、歯学部学生のあら
ゆる知識や技能、態度に関する総合的な臨床
能力評価を実施するためには、さまざまな評
価方法の統合を考える必要がある。 
今後は国内外ともに、学生の総合的な臨床
能力を適切に測定するために、各臨床能力を
評価するのに最適な方法を組み合わせて評
価する方法が検討されるようになると考え
られる。 
 
（7）学生のキャリア支援につながるフィード



バック方法の開発 
 学生のキャリア支援につながるフィード
バック方法として、臨床能力試験後に、各
専門外来で少人数制の臨床教育カリキュラ
ムを組むことが効果的であると考えられた。
このような機会は各学生の臨床能力向上の
ためのフィードバックに利用できるだけで
なく、それぞれの学生が自分のロールモデ
ルとなる教員を見つけるのにも適した環境
であり、キャリア支援を行う場としても最
適であると考えられる。 
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